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　４月６日、乙部小学校で１５人、明和小学校で１人、乙部中学校で１３人の新　４月６日、乙部小学校で１５人、明和小学校で１人、乙部中学校で１３人の新
入生を迎える入学式が開催されました。新入生は、ドキドキとワクワクを胸に、入生を迎える入学式が開催されました。新入生は、ドキドキとワクワクを胸に、
新たな学校生活に向けての一歩を踏み出しました。新たな学校生活に向けての一歩を踏み出しました。

夢と希望が溢れる学校生活スタート！夢と希望が溢れる学校生活スタート！
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町政執行方針
令和３年度

※この町政執行方針は、
令和３年３月１０日開会
の第１回町議会定例会
で、冒頭に町長が述べた
ものです。

～
町
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
持
続
的
な
発
展
と

～
町
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
持
続
的
な
発
展
と

　
安
全
・
快
適
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

　
安
全
・
快
適
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

は 

じ 

め 
に

令
和
三
年
乙
部
町
議
会
第
一
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
予

算
案
並
び
に
関
連
案
件
を
提
出
す

る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ
の
所

信
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
並

び
に
町
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
は
国
の
内
外
を
問
わ

ず
、
今
を
以
っ
て
予
断
を
許
さ
な

い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

乙
部
町
に
目
を
向
け
て
も
町
民
生

活
・
地
域
経
済
等
各
般
に
わ
た
り

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
令
和
三
年
度

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
対
応
・
高
齢

化
社
会
が
進
む
中
で
の
社
会
保
障

や
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
推
進
、
更

に
は
防
災
・
減
災
対
策
を
重
点
と

し
た
過
去
最
高
一
百
兆
円
を
超
え

る
予
算
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、

前
年
度
を
上
回
る
地
方
交
付
税
を

含
む
一
般
財
源
総
額
が
確
保
さ

れ
、
一
定
の
充
実
感
を
覚
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
新
た

な
過
疎
対
策
法
の
制
定
が
議
員
立

法
に
て
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社

会
の
急
速
化
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
の
衰
退
や
福
祉
・
介

護
・
医
療
・
交
通
確
保
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
、

総
じ
て
財
源
に
乏
し
く
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
運
営
が
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

更
に
は
、
社
会
基
盤
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
更
新
・
改

修
等
将
来
に
わ
た
っ
て
の
大
き
な

財
政
負
担
が
確
実
視
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

町
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、
行
財
政
改
革

の
推
進
を
始
め
、
良
質
起
債
や
各

種
補
助
制
度
を
活
用
し
、
産
業
振

興
、
生
活
基
盤
整
備
、
防
災
・
減

災
対
策
、
福
祉
・
医
療
対
策
な
ど

各
般
に
わ
た
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
行
財
政
の
健
全
化

を
第
一
と
考
え
、
活
力
と
豊
か
で

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅰ 

町
政
執
行
へ
の
基
本
姿
勢

次
に
掲
げ
る
三
つ
の
町
づ
く
り

の
基
本
的
考
え
方
を
大
切
に
し
、

町
民
皆
様
を
始
め
、
町
議
会
議
員

の
皆
様
、
町
職
員
と
し
っ
か
り
と

向
き
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
、
お

互
い
の
理
解
を
も
っ
て
町
政
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◎�

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
、安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り

◎�

持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
、
幸

せ
を
感
じ
る
町
づ
く
り

◎�

次
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
、

正
直
な
町
づ
く
り

町
政
の
根
幹
は
、
町
民
皆
様
の

日
々
の
暮
ら
し
が
安
定
・
安
心
し
、

将
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
こ
と
を

念
頭
に
お
き
、
町
民
の
皆
様
が
乙

部
町
に
、
ま
た
、
乙
部
町
民
で
あ

る
こ
と
に
対
し
、
誇
り
を
持
ち
続

け
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
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ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
皆
様
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
お
互
い
知

恵
を
出
し
合
え
る
環
境
、
ま
た
、

力
を
出
し
合
え
る
環
境
を
整
え
、

一
方
で
、
行
政
機
能
は
縦
割
り
で

な
く
、
職
員
全
員
が
町
の
進
む
方

向
を
共
有
し
、
各
々
の
役
割
を
果

た
す
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
新
年
度
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
の
確
立
及
び
実
施
を
含
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
進
め
、
町
民
の
心
と
体
の

健
康
と
地
域
経
済
を
新
た
な
社
会

様
式
の
中
で
支
え
て
い
く
こ
と
を

最
重
要
課
題
と
し
臨
む
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。

Ⅱ 

推
進
す
べ
き
施
策
の
概
要

１　

 

心
を
大
切
に
す
る
暮
ら

し
に
優
し
い
施
策

人
口
減
少
の
中
で
あ
っ
て
も
、

地
域
で
の
交
流
を
核
に
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
や
、
い

た
わ
り
の
心
を
持
ち
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と

連
携
を
密
に
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
、
人
と
の
繋
が
り
が
実

感
で
き
る
よ
う
に
、
き
め
細
か
な

施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
社

会
福
祉
団
体
等
へ
の
運
営
に
係
る

補
助
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
日
々
の
生
活

に
充
実
感
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
敬
老
会
、
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
等
へ
の
補
助
な

ど
の
高
齢
者
福
祉
対
策
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
そ
の
人
ら
し
く
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
自
立
支

援
・
相
談
支
援
等
の
障
が
い
者
福

祉
対
策
、
子
育
て
世
代
が
子
育
て

に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
や

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
整

備
の
た
め
、
子
ど
も
医
療
給
付
、

学
童
保
育
事
業
へ
の
補
助
、
保
育

園
へ
通
う
た
め
の
費
用
の
助
成
等

子
育
て
支
援
対
策
等
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
し
、
介
護
予
防
や
居
宅

介
護
支
援
に
資
す
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
お
と
べ
荘
に
つ
き

ま
し
て
、
新
年
度
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
四
年
度
本
工
事
着
工
、

翌
五
年
度
の
秋
に
完
成
し
移
行
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
は
、
町
民
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
へ

の
運
営
補
助
、
予
防
接
種
、
各
種

検
診
・
検
査
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
、
保
健
指
導
等
の
各
種
疾
病
予

防
対
策
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
や
道
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
接
種
勧
奨
・
情
報
提

供
・
相
談
受
付
等
を
進
め
る
と
と

も
に
実
施
体
制
の
事
務
執
行
を
速

や
か
に
、
か
つ
適
正
に
行
う
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民

健
康
保
険
病
院
は
、
救
急
医
療
を

含
む
初
期
医
療
、
在
宅
医
療
、
終

末
期
医
療
等
の
地
域
医
療
を
担
っ

て
行
く
う
え
で
、
現
機
能
を
維
持

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
の
医
療
費
抑
制
政
策
や
地
方

交
付
税
算
定
の
見
直
し
か
ら
病
院

経
営
は
大
変
厳
し
い
環
境
で
あ
り

ま
す
が
、
南
檜
山
圏
域
の
南
檜
山

メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

想
を
踏
ま
え
た
中
で
、
病
院
経
営

の
安
定
に
努
め
、
持
続
可
能
な
医

療
の
提
供
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
患
者
輸
送
バ
ス
運
行
、

道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
、
脳
疾

患
救
急
搬
送
等
へ
き
地
医
療
対
策

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

き
め
細
や
か
に
各
分
野
・
各
層

に
わ
た
り
、
町
民
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
う
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
、
町

民
の
暮
ら
し
の
安
心
を
高
め
、
心

豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
形

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実

①�

心
の
通
う
福
祉
介
護
施
策
の
推

進
（
介
護
支
援
・
予
防
事
業
等

の
推
進
）

②�

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
保

育
料
軽
減
・
学
童
保
育
・
入
学

児
童
支
援
・
高
校
通
学
費
助
成

等
）

③�

医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病

院
経
営
・
医
療
従
事
者
の
確

保
・
消
防
設
備
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
・
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
）

④�

各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
推
進

（
特
定
健
診
・
保
健
指
導
・
が

ん
検
診
・
健
康
相
談
・
健
康
教
育
）

⑤�

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
推

進
⑥�
妊
産
婦
支
援
の
充
実
（
妊
産
婦

健
康
診
査
費
及
び
検
診
交
通
費

助
成
・
産
後
１
か
月
健
診
費
助

成
）

⑦�

健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進
（
町

民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

の
連
携
）

⑧�

道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
事
業

の
推
進
（
広
域
事
業
）

２　

 

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し

を
導
く
施
策

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

暮
ら
し
の
安
全
と
快
適
さ
を
確
保

す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
や
団
体

と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
各
施
設
設

新型コロナウイルス対策

　新型コロナウイ
ルス感染症ワクチ
ン接種の体制の整
備及び感染症対策
を進め、新たな社
会様式の中で町民
の心と体の健康と
地域経済を支えま
す。



〔4〕

備
の
整
備
改
修
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、
町
道

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

道
路
と
し
て
の
安
全
面
、
利
便
性

を
勘
案
し
な
が
ら
改
良
工
事
・
維

持
補
修
に
努
め
る
と
と
も
に
、
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、公
営
住
宅
建
設
事
業
は
、

新
規
事
業
と
し
て
滝
瀬
地
区
建
て

替
え
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
は
、
継
続
事
業
と
な
り

ま
す
が
、
元
和
一
号
線
災
害
防
除

及
び
富
岡
五
号
線
・
縁
桂
線
改
良
、

新
規
事
業
と
し
て
緑
町
四
号
線
改

良
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、突
符
川
等
の
浚
渫
事
業
、

小
川
護
岸
改
修
事
業
等
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
は
、
新
た
に
乙

部
地
区
の
老
朽
管
の
更
新
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
維
持
管
理
に

努
め
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
長
寿
命
化
）
計
画
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

は
、
引
き
続
き
行
い
、
下
水
道
の

整
備
が
で
き
な
い
地
域
の
生
活
排

水
処
理
の
要
望
に
応
え
て
ま
い
り

ま
す
。

町
内
各
緊
急
避
難
路
維
持
補
修

は
、
地
域
と
意
見
交
換
の
下
で
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
交
通
安
全
、
防
犯
の
観

点
か
ら
引
き
続
き
自
治
会
町
内
会

へ
街
灯
料
の
補
助
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
や
ク

リ
ー
ン
作
戦
、
海
岸
漂
着
物
回
収

等
を
実
施
し
環
境
衛
生
に
留
意
し

て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
は
、
廃
棄

物
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
塵
芥
・
し
尿
処
理
や
廃
棄

物
処
理
等
の
環
境
衛
生
事
業
を
進

め
ま
す
。

⑴
生
活
環
境
の
整
備

①�

生
活
道
路
等
の
整
備
（
富
岡
五

号
線
・
縁
桂
線
改
良
事
業
、
緑

町
四
号
線
改
良
事
業
等
）

②�

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
（
元
和
三

号
橋
）

③�

乙
部
地
区
簡
易
水
道
老
朽
管
更

新
事
業

④�

公
共
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
（
長
寿
命
化
）

⑤�

公
営
住
宅
建
替
建
設
事
業
（
滝

瀬
地
区
、
実
施
設
計
）

⑥�

合
併
浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
の

推
進

⑦�

防
災
・
消
防
施
設
の
整
備
（
高

規
格
救
急
車
整
備
事
業
等
）

⑧�

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

（
小
川
護
岸
改
修
事
業
）

⑨�

緊
急
浚
渫
推
進
事
業（
突
符
川
、

来
拝
川
、
小
茂
内
川
、
小
川
）

⑩�

廃
棄
物
対
策
の
推
進
（
ゴ
ミ
・

し
尿
）

３　

 

暮
ら
し
に
活
力
を
生
み

出
す
施
策

地
域
の
暮
ら
し
に
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
社
会
を
持
続
さ
せ
る

に
は
、
産
業
の
振
興
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

産
業
振
興
は
、
乙
部
町
が
自
立

し
、
存
続
し
得
る
た
め
に
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

一
次
産
業
を
始
め
、
地
域
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
す
が
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
創
意
工
夫
を

も
っ
て
将
来
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
産

業
の
在
り
方
を
見
据
え
た
中
で
の

施
策
・
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

ま
た
、
産
業
分
野
間
の
垣
根
を

超
え
た
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て

も
、更
に
踏
み
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
面

的
機
能
支
払
事
業
を
継
続
し
、
基

盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
産
物
生
産
向
上
支
援
・
大
豆

栽
培
奨
励
等
の
事
業
に
取
り
組
み

農
家
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
育
て

る
漁
業
と
い
う
漁
業
生
産
基
盤
を

確
固
た
る
も
の
と
し
、
ナ
マ
コ
種

苗
生
産
、
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
、
ウ

ニ
深
浅
移
殖
、
ニ
シ
ン
、
秋
サ
ケ

資
源
増
等
、
漁
家
経
営
の
安
定
の

た
め
各
種
増
養
殖
事
業
等
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
道

の
開
設
事
業
を
引
き
続
き
進
め
、

森
林
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
注
視
し
、
商
工

業
の
振
興
と
地
域
消
費
の
浮
揚
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
据
え
た
中

で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
振
興
、
プ

ロ
野
球
選
手
応
援
大
使
と
の
連
携

生活道路の整備

　昨年度には、縁
桂の沢線や三ツ谷
ふれあいセンター
などの整備が行わ
れ、今年度は、縁
桂森林公園まで続
く「富岡５号線」
の整備などを行
い、住民生活等の
向上に努めます。

海産資源の育成・活用

　ブランド化が進
むナマコを始め、
サケ・ニシン等の
放流やウニ・ホタ
テの増養殖などの
育てる漁業や、ア
カモクなどの新た
に注目されている
資源の有効活用な
どを推進します。
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な
ど
観
光
需
要
の
喚
起
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
農
林
業

①
生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化（
後

継
者
・
担
い
手
の
育
成
・
支
援
）

②
農
業
経
営
の
持
続
化
（
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
・
大
豆
・
地
力
増
進
作

物
等
の
作
付
け
の
推
進
）

③
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生

産
（
高
設
イ
チ
ゴ
・
立
茎
ア
ス

パ
ラ
等
）

④
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業

の
推
進

⑤
林
道
網
の
整
備
事
業
の
推
進

（
汐
見
栄
豊
線
・
右
股
川
沿
線
・

女
男
沢
一
号
線
・
縁
桂
の
沢
花

小
栗
線
）

⑥
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事

業
の
拡
大

⑦
地
域
資
源
利
活
用
推
進
事
業
及

び
集
落
支
援
事
業
の
推
進

⑵
漁
業

①
漁
業
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業（
乙
部
漁
港
・
乙
部
地
区
）

②
育
て
る
漁
業
の
推
進　

　

ア
）�

サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
ナ
マ
コ
、

ア
ワ
ビ
等
の
種
苗
放
流

　

イ
）�
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、
ナ
マ
コ

等
の
養
殖
事
業

　

ウ
）
磯
焼
け
対
策
事
業
の
推
進

③
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ナ
マ

コ
等
）

⑶
商
工
・
観
光

①
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出

の
農
林
水
産
物
の
二
次
加
工

②
既
存
企
業
等
の
育
成
強
化　

③
観
光
資
源
の
整
備
及
び
関
連
施

設
の
活
用
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事

業
、
宿
泊
施
設
の
連
携
、
プ
ロ

野
球
選
手
応
援
大
使
と
の
連
携
）

④
商
品
開
発
、
販
路
拡
大
支
援
事

業
の
推
進

⑤
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
推
進

⑥
新
た
な
製
造
企
業
の
誘
致
と
雇

用
の
場
の
確
保

４　

 

未
来
に
臨
む
た
め
の

施
策

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ

り
世
代
間
の
人
口
構
造
不
均
衡
が

進
ん
で
い
ま
す
。

前
述
の
福
祉
の
分
野
・
産
業
振

興
・
地
域
の
生
活
基
盤
環
境
整
備

等
の
各
般
の
施
策
を
も
っ
て
現
状

の
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

総
合
的
に
絡
み
合
う
よ
う
に
展
開

し
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進
・

各
産
業
の
担
い
手
・
新
規
産
業
創

出
・
地
域
雇
用
の
確
保
に
繋
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乙
部

町
の
将
来
を
切
り
開
き
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
と
し
て
乙
部
町
が

存
在
し
、
町
民
皆
様
の
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
と
幸
せ
や
活
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
及
び
地
域
振
興
対
策

と
し
て
、
以
下
の
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

集
落
支
援
事
業
、
ふ
る
さ
と
会

と
の
連
携
、
ふ
る
さ
と
寄
付
返
礼

事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、

高
校
生
通
学
費
助
成
事
業
、
地
域

資
源
活
用
の
た
め
の
事
業
、ス
マ
ー

ト
化
推
進
事
業
等
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
術
機
関
や
民
間
企
業

の
課
題
解
決
へ
の
優
位
性
や
知

見
・
手
法
を
効
果
的
に
活
用
し
て

現
況
の
課
題
解
決
に
臨
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

５　

 

豊
か
な
心
と
体
を
育
む

施
策

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
方
針
で

述
べ
て
お
り
ま
す
の
で
、
施
策
の

整
備
等
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

新
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き

続
き
、
江
差
高
校
に
通
学
す
る
生

徒
に
対
し
て
、
バ
ス
定
期
代
金
の

三
分
の
二
を
助
成
し
ま
す
。

貝
子
沢
化
石
公
園
改
修
事
業
の

整
備
完
了
に
よ
り
、
今
後
は
海
岸

線
を
含
め
地
層
学
習
や
観
光
資
源

と
し
て
有
効
活
用
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す

⑴ 

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
給

食
費
等
助
成
）

②
江
差
高
校
バ
ス
通
学
生
へ
の
助

成
③
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

ふるさと寄附返礼事業

　乙部町では、イ
ンターネットサイ
トや SNS などの
様々な広告媒体で
町の海産物や農産
物を返礼品として
紹介し、乙部町や
特産品の認知度の
向上に努めていま
す。

貝子沢公園改修工事

　昨年度、貝子沢
化石公園改修工事
の整備が完了し、
自然を活用した学
習の場としてだけ
でなく観光資源と
して有効活用し、
地域活性化につな
げていきます。

プロ野球選手応援大使事業

　令和３年 12 月
まで乙部町が選定
されたプロ野球選
手応援大使事業に
伴い、町では観戦
ツアーやグッズ作
成等の事業を応援
大使と連携して
行っていきます。
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Ⅲ　

開
発
事
業
の
促
進

国
・
道
に
よ
る
公
共
事
業
は

益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
社
会
基
盤
整
備
の
充
実
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
振
興
及
び
雇

用
機
会
の
増
大
等
地
域
経
済
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、
漁
船
の
安

全
操
業
と
漁
業
生
産
向
上
の
た
め

の
漁
港
整
備
、
地
域
振
興
や
防
災

の
観
点
か
ら
国
道
・
道
道
の
改
良
、

土
地
保
全
の
た
め
の
砂
防
施
設
整

備
や
河
川
維
持
・
海
岸
保
全
等
国

や
道
の
行
う
事
業
へ
の
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

①
国
道
改
良
事
業

②
道
道
改
良
事
業（
旭
岱
鳥
山
線
）

③
町
道
の
整
備
（
元
和
一
号
線
災

害
防
除
事
業
）

④
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
（
突
符

橋
・
可
笑
内
橋
）

⑤
乙
部
漁
港
（
乙
部
地
区
・
元
和

地
区
）

⑥
河
川
等
改
修
事
業（
姫
川
改
修
、

花
磯
川
砂
防
堰
堤
改
修
等
）

Ⅳ　

行
財
政
運
営　
　

当
町
の
行
財
政
運
営
は
、
町
税

等
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
国
や
道

へ
の
依
存
度
が
高
く
、
容
易
に
財

政
の
硬
直
化
を
招
く
構
造
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た

り
、
当
町
の
町
政
運
営
は
健
全
財

政
を
重
要
視
し
運
営
さ
れ
、
国
や

道
の
補
助
金
及
び
交
付
金
制
度
の

積
極
的
な
活
用
や
良
質
起
債
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
歳
出
に
お
い
て

の
諸
経
費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
ま

で
当
町
に
お
い
て
、
自
主
・
自
立

性
を
発
揮
し
て
こ
ら
れ
た
源
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
町
税
収
入

が
落
ち
込
む
懸
念
が
あ
る
も
の
の
、

公
正
な
収
納
確
保
に
努
め
、
引
き

続
き
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進

し
、
町
税
等
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

補
助
・
交
付
金
制
度
並
び
に
良
質

起
債
の
活
用
に
努
め
、
将
来
の
世

代
に
責
任
を
持
て
る
健
全
な
財
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

町
の
状
況
を
十
分
認
識
し
知
恵
と

使
命
感
を
も
っ
て
業
務
に
あ
た
り
、

効
果
性
の
高
い
、
あ
る
い
は
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
も
ご

理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
の

合
理
化
や
適
正
な
受
益
者
負
担
を

お
願
い
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
予
算
は
、
各
会

計
と
も
歳
入
歳
出
動
向
を
思
慮
に

入
れ
、
町
づ
く
り
に
必
須
な
重
要

施
策
は
積
極
的
に
推
進
す
べ
く
編

成
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度

 

当
初
予
算
規
模

一
般
会
計　
　

　

36
億
８
千
４
６
８
万
９
千
円

　

�（
前
年
対
比　

△
４
・
４
７
％
）

特
別
会
計

　

23
億
２
千
９
１
万
７
千
円

　
（
前
年
対
比　
　

４
・
２
９
％
）

総　
　

額

　

60
億
５
百
６
０
万
６
千
円

　
（
前
年
対
比　

△
１
・
２
６
％
）

お　

わ　

り　

に

以
上
、
令
和
三
年
度
の
町
政
に

あ
た
っ
て
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

極
め
て
厳
し
く
、
先
を
見
通
せ

な
い
社
会
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
皆
様
の
総
意
を
も
っ
て
自
立

の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
多
く
の

課
題
に
対
し
解
決
に
向
け
勇
気
と

情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

風
光
明
媚
な
自
然
や
歴
史
に
育

ま
れ
た
文
化
を
、
そ
し
て
、
先
人

の
不
断
の
ご
努
力
に
よ
り
築
き
来

ら
れ
た
乙
部
町
を
次
の
世
代
が
希

望
を
も
っ
て
継
承
で
き
る
た
め
に
、

健
全
な
財
政
運
営
を
念
頭
に
お
き
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
安
心
、

安
全
で
持
続
的
に
発
展
す
る
町
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
議
会
議
員
の
皆

様
に
は
、
何
卒
一
層
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
令
和
三
年
度
の
町
政
執

行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

高校生バス通学
費の助成

　町では、公共交
通の維持と子育て
支援事業の推進と
して江差高校にバ
ス通学する学生へ
の通学費を助成し
ています。

乙部漁港（乙部地区・元
和地区）の防砂提整備

　昨年度、元和漁港では
潮流による漂砂をくい止
め、港内の埋没を防ぐた
めの防砂提が整備されま
した。漁船の安全操業と
漁業の生産向上のための
漁港整備を行っていきま
す。
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教育行政執行方針
令和３年度

※この教育行政執行方針
は、令和３年３月１０日
開会の第１回町議会定例
会で、冒頭に教育長が述
べたものです。

～
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
も
と
、
夢
や
希
望
を

～
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
も
と
、
夢
や
希
望
を

　
実
現
で
き
る
学
校
づ
く
り
と
生
涯
学
習
の
充
実
～

　
実
現
で
き
る
学
校
づ
く
り
と
生
涯
学
習
の
充
実
～

Ⅰ　

は
じ
め
に

令
和
三
年
乙
部
町
議
会
第
一
回

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育

委
員
会
が
所
管
す
る
行
政
の
執
行

に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
を
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
行
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、
社
会

全
体
が
加
速
度
的
に
変
化
す
る
時

代
を
迎
え
た
今
、
状
況
を
的
確
に

捉
え
、
主
体
的
に
考
え
・
判
断
し
、

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
材

の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
、

複
雑
で
困
難
な
社
会
で
社
会
に
立

ち
向
か
う
逞
し
く
生
き
抜
く
力
の

育
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
だ
終
息
を
見
通
す
こ

と
の
で
き
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て

も
、
学
校
や
保
護
者
な
ど
と
連
携

し
、
万
全
な
体
制
に
努
め
る
と
と

も
に
、
こ
の
経
験
が
子
供
た
ち
の

成
長
の
糧
と
な
る
よ
う
な
教
育
活

動
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
把
握
し
た

上
で
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
乙
部
町
教
育
大
綱
に
示

さ
れ
た
二
つ
の
指
針
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。以

下
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
の
小
学
校
に
続
き
今
年
度

か
ら
中
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指

導
要
領
に
よ
る
教
育
課
程
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
が
連
携
し
、
安
全
・
安
心
な
教

育
環
境
の
下
「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
康
な
体
」
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
育
み
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
学

校
づ
く
り
を
基
本
方
針
と
し
て
、

次
の
七
つ
の
重
点
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

⑴
確
か
な
学
力
の
育
成

将
来
の
自
己
実
現
や
社
会
参
加

に
必
要
な
知
識
・
技
能
、思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
、
問
題
解
決
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
を

育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を

推
進
す
る
た
め
、
学
校
が
地
域

社
会
と
広
く
深
く
連
携
し
た
教

育
の
展
開
を
進
め
ま
す
。

②
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
学

習
指
導
の
徹
底
を
図
り
、
児
童

生
徒
自
ら
が
学
習
の
主
体
者
と

な
り
、
他
者
と
協
調
し
な
が
ら

学
び
を
深
め
て
い
く
授
業
を
進

め
ま
す
。

③
家
庭
学
習
の
習
慣
化
と
自
律
化

の
た
め
「
目
指
す
具
体
像
」
を

明
確
に
し
、子
ど
も
・
保
護
者
・

教
師
が
情
報
共
有
す
る
取
組
を

進
め
ま
す
。

④
学
習
内
容
の
習
得
や
理
解
に
配

慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
手

立
て
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
組

織
と
し
て
指
導
方
法
の
工
夫
改

善
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ　

 

学
校
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
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⑵
豊
か
な
心
の
育
成

夢
や
目
標
に
挑
戦
す
る
自
立
心

や
、
人
や
社
会
と
支
え
合
っ
て
生

き
る
協
調
性
な
ど
、
た
く
ま
し
く
、

し
な
や
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め

の
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
特
別
の
教
科
「
道
徳
」
の
指
導

力
向
上
を
図
る
う
え
で
、
自
分

の
考
え
の
振
り
返
り
を
容
易
に

す
る
記
録
化
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
共
有
す
る
場
面
を
効
果

的
に
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い

ま
す
。

②
地
域
素
材
（
本
物
）
に
触
れ
る

感
動
体
験
を
取
り
入
れ
、
地
域

の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
を
活
か

し
た
学
習
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
は
、

感
動
を
共
有
で
き
る
集
団
の
育

成
を
進
め
、個
と
仲
間
・
家
族
・

地
域
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
と
と
も
に

他
者
へ
の
共
感
を
育
む
場
の
設

定
を
行
い
ま
す
。

④
読
書
活
動
の
推
進
に
、
読
書
量

の
増
加
に
加
え
て
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

⑤
家
庭
へ
の
啓
発
で
は
、
学
校
行

事
な
ど
を
基
点
と
し
て
望
ま
し

い
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
具
体
化
に
向
け
て
支
援
し

ま
す
。

⑶
健
康
な
体
の
育
成

運
動
能
力
や
体
力
、
好
ま
し
い

生
活
習
慣
に
関
す
る
知
識
を
身
に

付
け
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
実
践

す
る
意
欲
・
態
度
を
育
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

①
生
活
習
慣
と
健
康
・
体
力
に
関

す
る
啓
発
を
進
め
、
体
力
や
生

活
習
慣
に
関
す
る
調
査
結
果
を

生
活
改
善
に
活
か
す
取
組
を
進

め
ま
す
。

②
情
報
端
末
機
器
に
関
す
る
「
家

庭
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」
を
促
進

し
、
生
活
リ
ズ
ム
の
自
己
管
理

や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
継
続
的
な
指
導
や
支
援
を

行
い
ま
す
。

③
食
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
栄

養
教
諭
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
お
い
て
望
ま
し
い
栄
養

摂
取
や
、
食
材
に
関
わ
る
人
た

ち
の
存
在
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校

給
食
費
の
助
成
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

④
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
の
啓
発

を
継
続
し
、
自
分
自
身
の
体
力

の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
健
康
増
進
や
体
を
動
か
す

こ
と
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

活
動
を
学
校
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
ま
す
。

⑷ 

ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
自
分
と
地
域
と
の
か
か
わ

り
や
将
来
像
に
つ
い
て
学
び
、
考

え
、
実
践
す
る
児
童
生
徒
を
育
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
の
自
然
、
産
業
、
文

化
、
人
に
触
れ
る
学
び
や
体
験

を
継
続
し
、
発
達
段
階
に
即
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
ふ
る
さ
と

乙
部
を
再
発
見
す
る
活
動
を
学

習
の
中
で
展
開
し
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発
信
す
る

活
動
を
進
め
、
学
ん
だ
こ
と
や

体
験
し
た
こ
と
を
他
者
に
対
し

て
情
報
発
信
す
る
取
組
を
進
め

ま
す
。

⑸
特
別
支
援
教
育
の
充
実

社
会
人
と
し
て
自
立
す
る
ま
で

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
関
係
者
が
共

有
し
、
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る

た
め
の
体
制
や
研
修
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

①
教
師
間
連
携
・
校
種
間
連
携
・

保
護
者
と
の
連
携
を
継
続
推
進

し
、
学
習
や
生
活
指
導
上
に
お

い
て
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒

に
対
す
る
個
別
の
指
導
・
支
援

計
画
の
作
成
及
び
共
有
化
を
進

め
ま
す
。

②
免
許
所
有
者
の
増
員
を
促
し
、

特
別
支
援
免
許
講
習
の
受
講
促

進
や
研
修
内
容
の
情
報
共
有
を

進
め
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
て

対
処
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

③
指
導
力
向
上
研
修
を
推
進
し
、

既
存
組
織
の
有
効
活
用
や
活
動

内
容
の
効
率
化
を
図
り
、
児
童

生
徒
の
必
要
に
応
じ
た
効
果
的

か
つ
実
践
的
な
研
修
を
推
進
し

ま
す
。

④
支
援
員
の
適
性
配
置
に
努
め
、

ふるさと学習の推進

　例年行っている
田植え・稲刈り体験
をはじめ、縄文風土
器作り体験など、乙
部町の豊かな自然
や資源を活かした
体験活動を積極的
に行い、ふるさと乙
部を大切に思う心
を育みます。

読書週間の形成

　児童生徒の読書
活動の推進のため
朝読書をはじめ、
こどもの読書週間
に合わせて本に触
れる機会を設け、
読書量の増加と質
の向上に努めま
す。



〔9〕

教
員
の
対
応
し
き
れ
な
い
状
況

に
対
し
て
、
適
切
な
教
育
環
境

の
整
備
と
し
て
の
人
的
支
援
を

行
い
ま
す
。

⑹
今
日
的
教
育
課
題
へ
の
対
応

社
会
情
勢
、
教
育
改
革
、
地
域

の
特
性
な
ど
に
対
応
す
る
教
育
を

学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
防
災
教
育
の
強
化
の
た
め
、
各

校
の
危
機
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、

防
災
教
育
・
訓
練
を
行
い
ま
す
。

②
環
境
教
育
、
福
祉
に
関
す
る
教

育
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
授

業
に
位
置
づ
け
て
実
施
し
ま

す
。
高
度
情
報
社
会
と
称
さ
れ

る
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な
開
発
目

標
で
示
さ
れ
て
い
る
生
活
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
各

種
事
業
を
教
育
課
程
に
位
置
づ

け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
　

ま
た
「
学
び
の
保
障
・
充
実

の
た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
実
証
事
業
」
に
取
組
ま

す
。

③
不
登
校
に
係
る
案
件
は
、
な
く

な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
保
護

者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
登
校
再
開
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
不
登
校
に
至
ら
な
い
予

防
的
方
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を

進
め
ま
す
。

④
校
種
間
連
携
を
進
め
ま
す
。
保

育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
お

け
る
人
的
交
流
の
促
進
や
情
報

の
共
有
を
適
時
に
行
う
こ
と

で
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
連
続

的
な
学
び
の
場
と
な
る
環
境
を

整
え
ま
す
。

⑤
二
年
目
と
な
る
乙
部
中
学
校
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活

動
の
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

⑥
学
校
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

た
め
、
教
育
委
員
会
が
定
め
た

「
学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
改

善
に
向
け
た
取
組
方
針
」
の
確

実
な
実
施
と
併
せ
て
、保
護
者
・

地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
学
校
教
育
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
改
革
を
進
め
ま
す
。

⑺
教
育
環
境
の
充
実

安
全
・
安
心
で
快
適
な
施
設
・

設
備
の
充
実
と
、
教
育
の
機
会
均

等
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

①
学
校
に
お
け
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

環
境
整
備
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
学
習
用
端
末
が
一
台
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
利
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

②
栄
浜
小
学
校
の
乙
部
小
学
校
へ

の
統
合
に
向
け
て
は
、
関
係
す

る
保
護
者
、
地
域
関
係
者
と
連

携
を
深
め
、
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

か
ら
児
童
生
徒
を
守
る
た
め
、

校
舎
内
の
消
毒
や
臨
時
休
校
や

分
散
登
校
、
出
席
停
止
措
置
等

の
適
正
な
実
施
、
感
染
予
防
対

策
と
し
て
の
衛
生
教
育
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

Ⅲ　

 

社
会
教
育
の
充
実

に
つ
い
て

社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

生
活
に
潤
い
と
生
き
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ
た
学

び
、
そ
の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境

を
整
え
る
べ
く
、
次
の
四
つ
の
重

点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
生
涯
学
習
事
業
の
充
実

　

学
び
は
、
個
人
の
生
き
が
い
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
べ
る
学
習
環
境
の

充
実
の
た
め
、
各
種
サ
ー
ク
ル
や

団
体
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
事

地場産品を使った給食

　学校給食セン
ターでは、昨年度
から「おとべメ
ニューの日」とし
て町や近隣地域の
特産品を使った給
食メニューを児童
生徒に提供してい
ます。

ふるさとの自然や
産業などを体験

　各学校では、キ
ャリア教育や農業
や漁業、文化など
に触れる活動を行
い、児童生徒に自
身の将来像や地域
との関わりを学び、
地域への理解を深
めていきます。

防災教育の強化

　学校の危機対策
マニュアルの見直
しを進め、防災教
育や訓練などを通
して、児童生徒の
災害に対しての危
機管理能力を高
め、災害時に必要
な知識を深めま
す。
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業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
の
習
得
と
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
た
め

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

の
普
及
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
芸
術
・
文
化
の
振
興

人
の
感
性
を
豊
か
に
し
、
社
会

生
活
に
潤
い
と
活
力
を
与
え
る
芸

術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
と
協
働

し
、
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

⑶
公
民
館
事
業
の
充
実

①
文
化
財
の
保
護

�　

文
化
財
及
び
貴
重
な
学
術
・

文
化
資
料
の
保
存
・
管
理
や
貝

子
沢
化
石
公
園
の
情
報
発
信

や
、
貴
重
な
地
域
資
源
の
活
用

に
努
め
ま
す
。

②
図
書
室
の
充
実

�　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
層
を
対
象
と
し
た
図
書
室

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
図
書
資
料

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
読
み

聞
か
せ
や
貸
出
し
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
た
取
組
を
と
お
し

て
読
書
環
境
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

�　

ま
た
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
」
利
用
で
き
る
図
書

室
を
目
指
し
、
町
民
の
交
流
を

深
め
る
場
と
し
て
の
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

⑷
ス
ポ
ー
ツ
振
興

町
民
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
体
力

に
応
じ
て
心
身
の
健
康
増
進
を
図

る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
の
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
競
技
レ

ベ
ル
や
意
欲
の
向
上
と
、
北
海
道

大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
際
の
費
用

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
助
成
に
基
づ
く
支
援

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
基
盤
を
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
行
う
各
種
大
会

へ
の
協
力
や
組
織
運
営
の
支
援
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
飛
散
し
づ
ら
い
真
砂
土
を
投

入
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
お
い

て
経
過
観
察
を
行
い
必
要
な
措
置

を
今
後
行
い
ま
す
。

Ⅳ　

む
す
び
に

以
上
、
令
和
三
年
度
の
教
育
行

政
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。

社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、

教
育
課
題
は
高
度
化
・
複
雑
化
し

て
お
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
乙
部

町
に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か
で
健

や
か
な
人
生
を
実
現
す
る
人
材
の

育
成
の
た
め
に
、
本
町
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
夢
や

希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
生
き
生

き
と
学
ぶ
「
学
校
教
育
」
と
、
生

涯
に
わ
た
る
学
び
や
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
生
活
に
潤
い

と
活
力
を
生
み
出
す「
社
会
教
育
」

を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
た
め
、学
校
行
事
の
中
止
、

社
会
教
育
事
業
の
中
止
な
ど
、
施

策
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
が
、
様
々
な
工
夫
を
行
い
な

が
ら
、
最
善
の
対
応
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
並
び
に
町
議
会
議

員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

GIGA スクールの推進

　学校のインター
ネット環境の整備
を行い、児童生徒
一人ひとりに学習
用タブレットを配
布し、安心・安全
で快適な学習環境
を提供し、学力の
向上を行います。

読書環境の整備

　児童から高齢者
まで幅広い世代が
楽しみながら利用で
きる図書室を目指し、
新型コロナウイルス
感染症対策として除
菌設備の設置を行
い、町民が気軽に
訪れる読書環境の
整備に努めます。

文化財の保護

　昨年度、貝子沢
化石公園改修工事
の整備が完了し、
貴重な文化財及び
学術・文化資料の
保存や管理を行
い、貴重な地域資
源の活用に努めま
す。
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四
月
十
八
日
に
予
定
し
て
い
た

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
雨
天
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

粗
大
ゴ
ミ
回
収
の
み
本
町
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収
で
家
庭

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
は
、

約
三
千
二
百
九
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
来
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
年
に
二
回

開
催
さ
れ
、
自
然
を
守
り
、
清
潔

で
美
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

各
自
治
会
町
内
会
や
各
種
団
体
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎

年
、
多
く
の
方
が
参
加
し
、
道
路

の
路
肩
や
海
岸
付
近
に
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
を
協
力
し
て
集
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
の
美
し
い
景
観

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
不
法
投

棄
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
十
月
上

旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
農
作
業
が
本
格
化

　

雪
も
解
け
、
い
よ
い
よ
本
格
的

に
農
作
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
乙
部
町
で
も
ト

マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
農

作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
葉
の
摘
み
取
り
作
業

が
行
わ
れ
、
日
光
を
ま
ん
べ
ん
な

く
当
て
る
こ
と
で
ト
マ
ト
の
色
を

キ
レ
イ
に
出
し
、
種
の
周
り
の
ゼ

リ
ー
を
満
た
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

種
の
周
り
の
ゼ
リ
ー
は
昆
布
と
同

様
の
う
ま
み
成
分
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

が
果
肉
よ
り
も
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
料
理
に
用
い
る
と
味

の
深
み
が
増
し
て
き
ま
す
。

　

今
回
取
材
し
た
有
限
会
社
お
と

べ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
育
苗
作
業
が
行
わ
れ
、
育
苗

さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
種
は
約

四
万
四
千
個
で
す
。
定
植
作
業
に

移
る
ま
で
ハ
ウ
ス
の
中
で
生
育
さ

れ
て
い
ま
す
。
発
芽
か
ら
定
植
に

移
る
ま
で
に
約
三
十
五
日
間
、
畑

か
ら
出
荷
さ
れ
る
ま
で
に
約
六
十

～
六
十
五
日
間
か
か
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
生
育
が
難
し

く
、
天
候
に
よ
っ
て
生
育
状
況
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
生
育
中
に
高

温
や
雨
が
続
く
と
、
気
温
の
影
響

で
病
気
に
な
り
や
す
く
、
商
品
に

な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
ナ
マ
コ
の
潜
水
が
ス
タ
ー
ト

　

漁
業
で
は
、
ナ
マ
コ
の
潜
水
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
中

旬
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
潜

水
は
、乙
部
沖
合
の
水
深
二
十
メ
ー

ト
ル
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
の
場
所

で
一
日
に
三
回
行
い
、
一
回
の
潜

水
に
二
、三
人
が
一
組
で
約
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
ナ
マ
コ
を
採
捕
し
て

い
ま
す
。

　

乙
部
の
ナ
マ
コ
は
イ
ボ
立
ち
が

良
く
、
漁
業
者
が
自
ら
種
苗
生
産

か
ら
放
流
、
加
工
、
販
売
ま
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
二
年
度
に
は

地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
登
録
さ
れ

る
な
ど
高
品
質
ブ
ラ
ン
ド
「
檜
山

海
参
」と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
農
産
物
や
海
産
物
が
豊

作
と
な
り
、
美
味
し
い
も
の
が
食

べ
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

皆で住みやすい皆で住みやすい

� 町づくりを� 町づくりを

町内各地で粗大ゴミ回収

お
と
べ
ニ
ュ
ー
ス
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
令
和
三
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
乙

部
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
令

和
三
年
度
の
各
会
計
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
六
億

八
千
四
百
六
十
八
万
九
千
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
か
ら
一
憶
七
千

二
百
四
十
九
万
四
千
円
（
前
年
度

比
四
．
四
七
％
減
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
後

期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排

水
、
病
院
）
の
総
額
は
、
二
十
三

億
二
千
九
十
一
万
七
千
円
と
な

り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ

せ
て
六
十
億
五
百
六
十
万
六
千
円

（
前
年
度
比
一
・
二
六
％
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
全
体
の
四
十
九
・
七

一
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
十

八
億
三
千
百
五
十
七
万
九
千
円
と

前
年
度
か
ら
三
千
五
百
十
四
万
五

千
円
の
減
額
。
国
庫
支
出
金
が
三

億
五
千
五
百
四
十
一
万
三
千
円
と

前
年
度
よ
り
五
百
二
十
万
千
円
増

額
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
四
億
七
千
七

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
先
進
技
術
を
活
用

し
、乙
部
町
の
地
域
課
題
の
解
決
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
を
目
指
す
ス
マ
ー
ト
化
推

進
事
業
な
ど
を
総
務
費
へ
、
民
生

費
は
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障

が
い
者
福
祉
な
ど
、
衛
生
費
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
事
業
を
含
め
た
健
康
の

促
進
増
進
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
木
費
で
は
継
続
事
業

を
中
心
と
し
た
町
道
の
整
備
な
ど

を
、
消
防
費
で
は
、
防
災
行
政
用

無
線
の
維
持
管
理
な
ど
に
計
上

し
、
教
育
費
で
は
、
教
育
環
境
の

充
実
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

令和３年度

予
算
概
要

予
算
概
要

歳
入

歳
出

地方交付税
（49.71%）

町債
(12.96%)

国庫支出金
(9.65%)

町税
（7.26%）

繰入金（5.49%）

道支出金（4.79%）

諸収入（2.13%）

その他
(8.01%)

商工費（2.02%）

教育費
（7.31%）

衛生費
 (10.50%)

農林水産業費
(7.59%)

土木費
（16.73%）

公債費
（14.65%）

民生費
（17.60%）

総務費
（16.98%）

消防費（4.81%）

その他（1.81%）

令和３年度一般会計予算額は

36億36億
8,468万9千円8,468万9千円
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予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　入
科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

町 税 2億6,74３万4千円 △414万8千円

地方交付税 18億３,1５7万9千円 △３,５14万５千円

国庫支出金 ３億５,５41万３千円 ５20万1千円

道 支 出 金 1億7,664万7千円 △３80万9千円

繰 入 金 2億2３1万５千円 4,2３５万8千円

諸 収 入 7,8３2万4千円 △70万9千円

町 債 4億7,7５0万円 △1億4,５00万円

そ の 他 2億9,５47万7千円 △３,124万2千円
合　　計 ３6億8,468万9千円 △1億7,249万4千円

歳　出
科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比
総 務 費 6億2,５72万6千円 6,429万1千円
民 生 費 6億4,842万7千円 △181万1千円
衛 生 費 ３億8,692万8千円 4,５6５万５千円
農林水産業費 2億7,94５万円 △1,740万2千円
商 工 費 7,4５6万6千円 22３万9千円
土 木 費 6億1,6５５万4千円 466万３千円
消 防 費 1億7,72５万1千円 △1憶9,71３万1千円
教 育 費 2億6,946万2千円 △５,62３万4千円
公 債 費 ５億３,94５万4千円 △1,５01万9千円
そ の 他 6687万1千円 △1,74５千円
合　　計 ３6億8,468万9千円 △1憶7,249万4千円

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比
国民健康保険事業特別会計 4億8,３19万３千円 △３0５万５千円
後期高齢者医療特別会計 7,３29万4千円 19５万4千円
介 護 保 険 特 別 会 計 8億6,５67万円 4,５8３万1千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億３,887万1千円 1,927万7千円
公共下水道事業特別会計 1億4,71３万4千円 △1,662万2千円
漁業集落排水事業特別会計 ３,002万３千円 728万５千円
国民健康保険病院事業会計 ５億8,27３万2千円 4,088万1千円

合　　　　計 2３億2,091万7千円 9,５５５万1千円

特別会計予算額は
　23億
　　２,091万7千円

◆財産の適正管理 （８６０万円）
　公共施設等総合管理計画更新事業、町有建物解体工事
など

◆ふるさと及び地域振興対策� （９, ３７７万６千円）
　自治会・町内会街灯料補助金、ふれあい交流盆踊り推進
事業交付金、地域資源利活用推進事業補助金、ふるさと
寄附返礼事業、地域おこし協力隊事業、高校生通学費補
助事業、移住体験住宅事業、スマート化推進事業など

◆医療・保健体制の整備� （1億８, ２６０万６千円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、へき地患者輸送車
の運行・管理、道南ドクターヘリ運行経費負担金など

◆健康の保持増進� （５, ８９９万９千円）
　疾病予防対策、健康づくり推進協議会補助金、乳幼児等
健診事業など

◆老人福祉対策� （１億３, ５９３万円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者医療対策、
老人保護措置費、高齢者ふれあいセンター管理運営費など

◆児童福祉対策� （１億１, ５１１万６千円）
　保育園運営費、保育園保育料等補助金、児童手当の給
付、こども医療給付事業など

◆障害者福祉対策� （１億７, ５４２万３千円）
　障害者自立支援給付事業、重度心身障害者医療給付事
業など

◆塵芥・し尿処理対策� （７, ７９４万８千円）
　南部桧山衛生処理組合負担金、リサイクル推進事業、浄
化槽設置促進事業補助金、廃棄物不法投棄対策

◆農業の振興� （１, ５７５万５千円）
　農業再生プラン、経営所得安定対策推進事業、多面的機
能支払事業など

◆林業の振興� （１億５, ２７５万９千円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資金貸付
金、林業生産基盤整備道汐見栄豊線開設事業、林業専用
道右股川沿線開設事業、地方創生道整備推進交付金事
業など

◆漁業の振興� （１, ７２３万９千円）
　水産物供給基盤機能保全事業負担金、栽培漁業定着特
別推進事業補助金、檜山管内水産振興対策協議会負担
金、秋サケ資源増大対策事業運営費補助金、檜山サケ海
中二次飼育施設整備事業など

◆観光資源及び関連施設の活用� （４, ０７６万７千円）
　自然環境活用センター管理運営費、フェスティバル振
興奨励補助金、広域観光推進事業、温泉供給施設の維持
管理など

◆公園等の維持管理� （９９３万９千円）
　公園等の維持管理、元和台大駐車場白線改修
◆生活道路の整備� （４億３９６万３千円）
　橋梁長寿命化修繕事業、元和1号線災害防除事業、地方
創生道整備推進交付金事業、緑町4号線改良事業など

◆住宅環境設備� （１, ２６３万２千円）
　町営住宅の保全、滝瀬第二団地建替実施設計委託など
◆消防防災施設の整備� （１億７, ６５６万８千円）
　檜山広域行政組合負担金、防災行政用無線の維持管理
など

◆学校教育の充実� （１億４, ８７７万４千円）
　設備備品及び教材教具の整備、児童・生徒就学援助対
策、学校給食の充実、語学（英語）指導助手の招致、ス
クールバスの運行など

◆文化施設の充実� （１, ２２５万２千円）
　公民館・図書室の管理運営・公民館事業など
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消
費
生
活
相
談
員
に
竹
居
田
隆
信
氏

消
費
生
活
相
談
員
に
竹
居
田
隆
信
氏

乙
部
駐
在
所
新
所
長
の
ご
紹
介

乙
部
駐
在
所
新
所
長
の
ご
紹
介
～
伊
藤
晃
所
長
が
着
任
～

～
伊
藤
晃
所
長
が
着
任
～

　

四
月
か
ら
、
消
費
生
活
相
談
員

に
竹た
け

居い

田だ

隆た
か

信の
ぶ

氏
が
就
任
し
ま
し

た
。

　

消
費
生
活
相
談
員
は
、
悪
徳
商

法
や
特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
啓
発
活
動
や
消
費
生
活
相
談

を
通
じ
て
町
民
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で

す
。

　

竹
居
田
氏
は
平
成
二
十
八
年
四

月
か
ら
令
和
三
年
三
月
ま
で
の
五

年
間
、
乙
部
駐
在
所
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、
温
泉
巡
り
で
「
熱
い

湯
に
浸
か
る
の
が
好
き
で
、
気
に

な
っ
た
温
泉
に
入
り
、
現
地
の
美

味
し
い
物
を
食
べ
る
の
が
一
番
の

癒
し
で
す
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
と
し
て
「
警
察
官

時
代
の
経
験
を
生
か
し
、
町
民
課

と
協
働
し
て
地
域
住
民
に
特
殊
詐

欺
の
未
然
防
止
を
啓
発
す
る
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
良
く

し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
方
々
へ

の
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽

に
相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
想

い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

江
口
丈
治
氏
（
七
十
八
歳
・
滝

瀬
）
が
檜
山
町
村
監
査
委
員
協
議

会
よ
り
受
賞
し
、
三
月
二
十
四
日

に
寺
島
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
平
成
二
十
二

年
六
月
二
十
六
日
に
乙
部
町
の
監

査
委
員
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る

十
年
以
上
の
間
、
乙
部
町
の
監
査

業
務
に
努
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の

進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
特
殊
詐
欺
が
多
発
し
て

き
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
四
月

十
五
日
に
年
金
受
給
日
で
訪
れ
た

高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
な
ど
の
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
に
街
頭
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
道
南
う
み
街
信
用
金

庫
乙
部
支
店
前
で
乙
部
町
防
犯
協

会
や
江
差
警
察
署
、
道
南
う
み
街

信
用
金
庫
が
協
力
し
「
特
殊
詐
欺

な
ど
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

と
注
意
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
、
チ

ラ
シ
や
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

四
月
か
ら
乙
部
駐
在
所
に
、
伊い

藤と
う

晃あ
き
ら

所
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
身
は
室
蘭
市
で
、
乙
部
駐
在

所
に
着
任
す
る
前
は
、
苫
小
牧
警

察
署
交
通
第
一
課
、
天
塩
警
察
署

交
通
課
な
ど
各
地
の
警
察
署
に

三
十
六
年
間
勤
務
し
、
主
に
交
通

安
全
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

乙
部
町
で
ヒ
ラ
メ
釣
り
に
挑
戦
し

て
み
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
と
し
て
「
人
見
知

り
な
性
格
だ
が
、
趣
味
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
で
町
民
に
顔
を
覚
え

て
も
ら
い
、
些
細
な
事
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

特
に
飲
酒
運
転
に
は
厳
し
く
対
処

し
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
相
談
も
受

け
、
町
民
の
安
心
安
全
を
守
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

江
口
丈
治
氏
が

監
査
委
員
協
議
会
表
彰

を
受
賞

特
殊
詐
欺
に

特
殊
詐
欺
に

��

注
意
し
て
！

注
意
し
て
！

啓発グッズを渡し注意を呼びかける警察官
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お父さん＝

� 松原　大地さん
お母さん＝

� ありささん
ぼくは

� 1歳2ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

　誰にでも優しくでき、堂々
とした子なるようにつけまし
た。
両親の願い＝

　好奇心旺盛で何にでも自分
から挑戦するように育ってほ
しいです。

お父さん＝

� 盛田　大　さん
お母さん＝　　　
� 怜子さん
ぼくは

� 1歳1ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

　お兄ちゃんと同じ大という
文字と1つ輝くものを持って
いてほしいと願いを込めて名
付けました。
両親の願い＝

　明るく元気に健康で、思い
やりのある子に育ってほしい
です。

松原　凰
おう

雅
が

くん

（緑　町）

盛田　瑛
えい

大
た

くん

（花　磯）

　

全
国
的
に
桜
前
線
は
各
地
で
統

計
を
開
始
し
て
以
来
、
最
速
を
記

録
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
北
海

道
は
一
体
何
寒
何
温
な
の
だ
ろ
う

と
思
う
く
ら
い
今
年
は
寒
暖
差
が

激
し
い
で
す
ね
。
個
人
的
に
は
四

月
に
降
雪
を
体
験
し
た
の
も
か
な

り
久
し
ぶ
り
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
は
よ
う
や
く
春

の
植
物
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
散
策
を
し
て
と
て
も
驚

い
た
の
は
、
全
国
の
一
部
地
域
で

は
絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定
が
さ
れ

て
い
る
カ
タ
ク
リ
が
と
て
も
身
近

　

令
和
三
年
三
月
下
旬
に
道

の
駅
ル
ー
ト
２
２
９
元
和
台

に
「
妊
婦
・
身
障
者
向
け
の

屋
根
付
き
カ
ー
ポ
ー
ト
」
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ポ
ー
ト
は
、
妊

婦
や
身
障
者
、
車
い
す
利
用

者
な
ど
が
運
転
ま
た
は
同
乗

す
る
車
両
が
駐
車
し
、
雨
に

濡
れ
ず
に
安
全
か
つ
円
滑
に

乗
降
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
町
が
進
め
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
の
一
環

と
し
て
道
が
整
備
し
た
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
女
子
ト
イ
レ
も
工

事
を
行
い
、
従
来
設
置
し
て

あ
っ
た
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式

ト
イ
レ
に
改
装
さ
れ
ま
し
た
。

な
場
所
で
咲
い
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

私
が
以
前
、
本
州
で
暮
ら
し
て

い
た
と
き
に
は
、
カ
タ
ク
リ
を
見

る
た
め
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
登
山

を
し
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
ま
だ
気
軽

に
遠
出
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
と
き

だ
か
ら
こ
そ
改
め
て
身
近
な
自
然

に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
意
外
な

発
見
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
五
月
に
入
り
い
よ
い
よ

農
作
業
等
も
忙
し
く
な
る
時
期
で

す
ね
。
私
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

草
木
染
の
た
め
の
植
物
の
栽
培
を

本
格
始
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

 

明
石　

啓
章

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.81

道の駅に設置されたカーポート町内に自生しているカタクリ

道
の
駅
「
ル
ー
ト
２
２
９
元
和
台
」
の

道
の
駅
「
ル
ー
ト
２
２
９
元
和
台
」
の

��

カ
ー
ポ
ー
ト
が
完
成
！

カ
ー
ポ
ー
ト
が
完
成
！
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私
が
法
テ
ラ
ス
江
差
に
赴
任
し

て
も
う
す
ぐ
１
年
半
と
な
り
ま
す
。

長
い
よ
う
で
い
て
、
想
像
以
上
に

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
な
ぁ
と
い

う
感
想
で
す
。
ち
ょ
う
ど
新
型
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
予
想
外
の
事
態
が

生
じ
た
時
期
の
赴
任
で
し
た
が
…�

　

私
の
在
籍
中
、
同
僚
弁
護
士
の

交
替
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
１

月
末
ま
で
同
僚
だ
っ
た
柿
谷
弁
護

士
の
存
在
は
、
と
て
も
心
強
か
っ

た
で
す
。
柿
谷
さ
ん
は
弁
護
士
と

し
て
は
私
よ
り
も
後
輩
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
彼
女
が
檜
山
地
方
の

た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
る
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
ち
ら

が
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
は
他
地
域
の

法
テ
ラ
ス
で
、
変
わ
ら
ず
頑
張
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

柿
谷
さ
ん
の
後
任
と
し
て
今
年

か
ら
赴
任
し
た
南
弁
護
士
も
、
と

て
も
気
さ
く
で
思
い
や
り
の
あ
る

弁
護
士
で
す
。
机
を
並
べ
て
ま
だ

数
ヶ
月
で
す
が
、
こ
の
檜
山
地
方

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
深
め
て
い

こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を

日
々
見
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ま
も
、
今
後
は
ぜ
ひ
南
さ
ん
の
こ

と
を
頼
り
に
し
て
く
だ
さ
い
！

　

と
こ
ろ
で
、
当
事
務
所
で
は
弁

～
仲
間
に
恵
ま
れ
る
日
々
～

護
士
２
名
以
外
に
も
、
事
務
職
員

が
２
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
多
種

多
様
な
日
常
の
事
務
を
彼
女
た
ち

が
し
っ
か
り
こ
な
し
て
く
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
弁
護
士

は
、
初
め
て
の
土
地
で
も
何
と
か

自
分
の
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

弁
護
士
が
自
分
の
名
前
で
ご
依
頼

を
受
け
て
い
る
以
上
、
業
務
内
容

の
最
終
確
認
な
ど
は
弁
護
士
が
当

然
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
て
の

最
終
責
任
は
弁
護
士
自
身
に
あ
り

ま
す
。
で
も
他
方
で
、
も
し
弁
護

士
が
良
い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
き
、
そ
れ
は
事
務
職
員

の
協
力
と
献
身
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

１
年
あ
ま
り
を
法
テ
ラ
ス
江
差
で

過
ご
し
て
み
て
、
い
ま
だ
に
自
分

自
身
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
一
方

で
、
仕
事
仲
間
に
は
本
当
に
恵
ま

れ
て
い
る
な
ぁ
と
日
々
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
法
テ
ラ
ス
江
差
、
在
籍

弁
護
士
が
定
期
的
に
少
し
ず
つ
入

れ
替
わ
っ
て
は
い
き
ま
す
け
れ
ど
、

今
年
も
変
わ
ら
ず
こ
の
檜
山
地
方

に
あ
り
ま
す
。
お
困
り
ご
と
が
お

あ
り
の
際
に
は
、
気
兼
ね
な
く
ぜ

ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
！�

ご
相
談
の
ご
予
約
は
　
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３
　
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
森
脇
　
崇
）

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

　

四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（　

）
内
は
異
動
前

◎
乙
部
町
人
事

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
産
業
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）

吉
田
宏
幸
▼
町
民
課
参
事
（
総
務

課
長
補
佐
）
野
澤
明
司
▼
総
務
課

長
補
佐
（
財
政
課
長
補
佐
）
山
本

裕
樹
▼
町
民
課
長
補
佐
（
町
民
課

介
護
保
険
係
長
）
三
浦
英
春
▼
町

民
課
長
補
佐（
町
民
課
住
民
係
長
）

増
川
伸
吾
▼
建
設
課
下
水
道
係
長

（
産
業
課
商
工
労
働
観
光
係
長
）

三
上
裕
士
▼
総
務
課
交
通
住
民
運

動
係
長
（
町
民
課
福
祉
係
長
）
高

島
博
志
▼
財
政
課
財
政
係
長
（
町

民
課
国
保
係
長
）
井
田
拓
身
▼
産

業
課
商
工
労
働
観
光
係
長
（
総
務

課
交
通
住
民
運
動
係
長
）
菊
池
亮

太
▼
建
設
課
水
道
温
泉
業
務
係
長

（
建
設
課
主
査
）
小
伊
勢
祐
太
▼

建
設
課
技
術
係
長
兼
水
道
温
泉
技

術
係
長
（
建
設
課
技
術
係
長
）
吉

田
尚
史
▼
町
民
課
国
保
係
長
（
町

民
課
主
査
）
加
藤
謙
一
▼
町
民
課

主
査
（
町
民
課
介
護
保
険
係
）
辻

廣
拓
哉
▼
税
務
課
徴
収
係
兼
賦
課

係
（
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収
係
）

川
道
裕
斗
▼
町
民
課
住
民
係
兼
年

金
係（
町
民
課
年
金
係
兼
住
民
係
）

新
家
瑞
生
▼
町
民
課
介
護
保
険
係

（
国
保
病
院
庶
務
係
兼
医
事
係
）

笹
田
章
史
▼
町
民
課
国
保
係
（
町

民
課
保
健
衛
生
係
）
佐
々
木
悠
▼

町
民
課
保
健
衛
生
係
（
町
民
課
福

祉
係
）
南
部
涼
▼
国
保
病
院
庶
務

係
兼
医
事
係
（
町
民
課
包
括
支
援

係
兼
介
護
予
防
係
）
佐
久
間
朝
夏

▼
北
海
道
へ
派
遣
（
町
民
課
住
民

係
兼
年
金
係
）
中
田
智
也

◎
新
採
用

�
（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収
係
兼
総

務
課
総
務
係　

冷
水
陽
香
▼
総
務

課
企
画
係
兼
交
通
住
民
運
動
係
兼

地
域
振
興
対
策
室
推
進
係　

米
代

隼
▼
町
民
課
包
括
支
援
係
兼
介
護

予
防
係　

後
藤
み
む
▼
町
民
課
福

祉
係
兼
年
金
係
兼
住
民
係　

坪
田

真
斗

◎
退
職

�（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

▼
産
業
課
長　

中
嶋
俊
哉
▼
建
設

課
参
事　

三
橋
佳
史
▼
国
保
病
院

事
務
長　

品
野
肇
▼
檜
山
広
域
行

政
組
合
乙
部
消
防
署
長　

松
原
敏

幸
▼
国
保
病
院
看
護
主
査　

三
浦

須
美
子
▼
国
保
病
院
准
看
護
師　

宮
川
久
美
子

◎
再
任
用

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
国
保
病
院
事
務
長　

品
野
肇
▼

国
保
病
院
診
療
放
射
線
科
長　

工

藤
洋
一
▼
財
政
課
主
査　

品
野
百

合
子
▼
国
保
病
院
看
護
主
査　

土

谷
志
保
子
▼
国
保
病
院
看
護
主
査　

三
浦
須
美
子
▼
国
保
病
院
准
看
護

師　

宮
川
久
美
子

◎
乙
部
町
教
育
委
員
会
人
事

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
事
務
局
参
事
（
事
務
局
次
長
兼

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
伊
藤
鉃
将

◎
乙
部
町
議
会
事
務
局
人
事

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
議
会
事
務
局
長
（
再
任
用
）
中

嶋
俊
哉

◎
乙
部
町
監
査
委
員
人
事

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
監
査
委
員
書
記
併
任　

議
会
事

務
局
長　

中
嶋
俊
哉

◎
乙
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

�
（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
事
務
局
書
記
次
長
併
任　

総
務

課
長
補
佐　

山
本
裕
樹
▼
選
挙
係

長
併
任
総
務
課
交
通
住
民
運
動
係

長　

高
島
博
志

◎
乙
部
町
農
業
委
員
会
人
事

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
事
務
局
長
併
任　

産
業
課
長　

吉
田
宏
幸

◎ 

檜
山
広
域
行
政
組
合
乙
部
消
防
署
人
事

�

（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
署
長　

松
原
敏
幸

職
員
の
人
事
異
動
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会議室１

会議室２

パソコン室

印刷室

女子トイレ

男子トイレ

さわやかトイレ 会議室３ 男子更衣室
給湯室

階段

正面玄関

①建設課
62-2810

③産業課
④農業委員会

観光・農務 62-2871
林務・水産 62-2872

⑤総務課
⑥地域振興対策室
⑦選挙管理委員会

62-2311

⑨町民課
住民・年金 62-2856
 介護保険   62-2857
 地域包括   62-5845
 保健衛生   62-2858
福祉・国保 62-2855

交換室

給湯室

応接室

物　置

ﾎﾞｲﾗｰ室 玄関

会議室４ ⑩出納室
62-2813

健康相談室 町民相談室 女子更衣室

裏口

階
段

放送室

町長室

ﾎﾞｲﾗｰ室女子トイレ 男子トイレ

給湯

トイレ
議員
更衣室

宿直室

６室議会室員議 議長室
⑪議会事務局
62-2812

物置
階
段

会議室５トイレ

説明員控室

議　　場

給湯室物置

傍聴席

乙部町役場の主な窓口業務のご案内
役場庁舎〈代表：62-2311〉

令和３年度の庁舎内の配置は次のとおりです。電話でのお問い合わせなどにご確認下さい。

（各課への直通電話もありますので、ご利用ください。）
業務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までです。

①建設課
　道路・河川／水道／下水道／温泉供給／建築／町営住宅／町有財産など
②財政課
　予算の編成・執行管理・決算／財政状況の公表／物品の納入・管理など
③産業課
　農業振興／林業振興／水産振興／観光振興／商工労働関係など
④農業委員会
　農地の管理・賃貸など

⑧税務課
　町税（道町民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動
車税）の課税／町税の徴収／所得・納税・評価等の証
明など
⑨町民課
　住　民　係／戸籍・住民基本台帳・印鑑証明等
　年　金　係／国民年金／児童手当
　介護保険係／介護保険など
　地域包括支援／介護予防／高齢者の健康・生活の相談
　保健衛生係�／環境衛生／健康増進／各種健診・予防

接種／こども医療／浄化槽／母子保健
　福　祉　係／障がい者・高齢者福祉／保育園
　　　　　　／集会施設の管理運営
　国　保　係／国民健康保険・後期高齢者医療保険
　　　　　　　　　　　　　など

⑤総務課
　防災行政無線／交通安
全／防災／自治会町内
会の振興／広報／統計
／職員関係／例規関係
など
⑥地域振興対策室
　地方振興や各種計画に
　関することなど
⑦選挙管理委員会
　各種選挙（国政選挙・
地方選挙）に関するこ
となど

⑩出納室
　町税・使用料等の収納／決算調
整／支出命令審査／有価証券の
出納保管／指定金融機関など

⑪議会事務局
　議会運営／各種議会の委員会／
　請願・意見書／議会広報など

•教育委員会＜62－2253＞
　学校教育／学校管理運営／社会教育振興／社会
教育・体育施設管理運営など
•公民館＜62－3311＞
　町民会館・公民館の管理運営／図書室／文化財
／歴史資料／郷土学など
•給食センター＜62－2406＞
　学校給食／給食センターの管理運営など
•つくし保育園＜62－2952＞
　未就学児童の保育／子育て支援センターなど
•乙部町国民健康保険病院＜62－2331＞
　内科・外科・小児科／病院の管理運営など

1F

2F

出先機関

ご用件のある課・係がわからない場合は総務課へお問い合わせ下さい。
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高齢者肺炎球菌�予防接種高齢者肺炎球菌�予防接種のご案内のご案内

　助成の対象となるのは１人１回きりです。肺炎は冬に限らず　一年
を通じていつでもかかる可能性があります。体調の良いうちに、また
忘れないうちに接種を済ませておくことをお勧めします。

肺炎とは？

　細菌やウイルスなどが、体に入り込んで起こる肺の炎
症で、体力や抵抗力（免疫力）が弱まった時などに感染
を起こしやすく、普段元気に暮らしている方でも、持病
の悪化や体調不良などをきっかけに感染する可能性のあ
る病気です。

①、②のいずれかに該当し、今までに肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方。
①令和3年度に下記の年齢になる方・・・下記生年月日の方は次年度以降対象となりません。

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で1級の身体障害者手帳をお持ちの方

令和３年度の定期接種の対象者

６５歳（昭和 31 年 4 月 2 日～ 32 年 4 月 1 日） 　７０歳（昭和 26 年 4 月 2 日～ 27 年 4 月 1 日）

７５歳（昭和 21 年 4 月 2 日～ 22 年 4 月 1 日） 　８０歳（昭和 16 年 4 月 2 日～ 17 年 4 月 1 日）

８５歳（昭和 11 年 4 月 2 日～ 12 年 4 月 1 日） 　９０歳（昭和 6年 4月 2日～ 7年 4月 1日）

９５歳（大正 15 年 4 月 2 日～昭和 2年 4月 1日） １００歳（大正 10 年 4 月 2 日～ 大正 11 年 4 月 1 日）

実施期間 令和３年５月１０日（月）～令和４年３月１８日（金）まで ( 外来のある日 )

会　 場 乙部町国民健康保険病院

個 人
負 担 金

１回接種　３，０００円　
　※生活保護世帯の方は申込時にお申し出下さい。
　※接種料金８, ４５０円のうち、町より５, ４５０円を助成しています。

申　 込 申込先　乙部町役場　町民課保健衛生係　　電話：６２－２８５８

そ の 他 お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意書きをお送りします。

★�コロナワクチンの接種を受ける場合：コロナワクチンを接種する場合は、２週間以上の間隔
をあけると、別のワクチン（高齢者肺炎球菌ワクチンなど）を接種できます。

2週間以上あける 高齢者肺炎球菌ワクチン、
その他のワクチンコロナワクチン
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5 月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 4　� 25
 4　� 26

 4　� 27
 4　� 28

 4　� 29
 4　� 30 1

2 3 4 5 不燃ごみ
①地区 6 可燃ごみ

②地区 7 可燃ごみ
①地区 8

休日当番医
佐々木病院

町民プールオープン
（午前10時）

休日当番医
乙部町国保病院

休日当番医
厚沢部町国保病院

休日当番医
道立江差病院

ヒブワクチン
（国保 午後0時30～）
小児肺炎球菌ワクチン

（国保 午後0時30～）
日本脳炎ワクチン

（国保 午後0時30～）

健康相談
（三愛 午前9時～）
健康相談

（三セ 午前9時40分～）

9 10 可燃ごみ
②地区 11 可燃ごみ

①地区 12 不燃ごみ
②地区 13 可燃ごみ

②地区 14 可燃ごみ
①地区 15

休日当番医
上ノ国診療所

特定健診・がん
検診・各種検査

（町館 午前6時～）

特定健診・がん
検診・各種検査

（豊セ 午前6時～）

健康相談
（潮希 午後1時15分～）

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～）

16 17 可燃ごみ
②地区 18 可燃ごみ

①地区 19 不燃ごみ
①地区 20 可燃ごみ

②地区 21 可燃ごみ
①地区 22

休日当番医
道立江差病院

男のお達者教室
（交流 午後1時30分～）

こころの健康相談
（江保 午後2時～）

南部檜山清掃センターは
機械点検整備のため休業
となります。

中学校体育祭

23 24 可燃ごみ
②地区 25 可燃ごみ

①地区 26 不燃ごみ
②地区 27 可燃ごみ

②地区 28 可燃ごみ
①地区 29

休日当番医
道立江差病院

春の植物観察会
（公民 午前9時30分～）

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）

姫川おしゃべりサロン
（姫ふ 午後１時～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）

B型肝炎ワクチン
（国保 午後1時～）
四種混合ワクチン

（国保 午後1時～）
麻しん風しんワクチン

（国保 午後1時～）
水痘ワクチン

（国保 午後1時～）

30 31 可燃ごみ
②地区

休日当番医
勤医協診療所

函館バス通学定期
券販売・相談会

（創生 午前10時～）

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・ 豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、

千岱野、姫川、旭岱

《夜間（時間外）の受診について》時間外については、事前に連絡の上、乙部町国保病院を受診し
てください。なお、日曜・祝日の午前 9 時～午後 5 時においては、上記休日当番医を受診してください。

会
場
・
場
所
省
略

（つ保）つくし保育園
（国保）国保病院
（町館）町民会館
（豊セ）とよはま地区センター
（交流）生きがい交流センター

（江保）江差保健所
（三愛）三ツ谷愛郷会館
（三セ）三ツ谷ふれあいセンター
（緑寿）緑町寿の家
（姫ふ）姫川ふれあいセンター

（潮希）潮見希望館
（創生）おとべ創生株式会社
（公民）公民館
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第374号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

施
設
（
展
望
デ
ッ
キ
・
階
段
）

の
老
朽
化
に
よ
り
閉
鎖
し
て
い
た

貝
子
沢
化
石
公
園
は
、
こ
の
ほ
ど

工
事
が
完
了
し
、
五
月
十
日
（
月
）

か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

　

今
回
完
成
し
た
展
望
デ
ッ
キ
と

階
段
は
、
従
来
の
木
製
か
ら
金
属

製
な
ど
の
耐
久
性
が
高
い
も
の
に

更
新
、
階
段
ま
で
の
遊
歩
道
に
は

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

階
段
上
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら

は
、
化
石
の
露
頭
層
を
間
近
で
観

察
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
新
入
学
児
童
が
元
気

に
登
校
す
る
姿
が
微
笑
ま
し
い
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
学
児
童
は
、
乙

部
小
学
校
十
五
人
、
明
和
小
学
校

一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
五
日
、
乙
部
町
商
工
会
女

性
部
（
米
田
百
合
子
部
長
）
が
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
新
入
学
児
童

の
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
、
夜

光
反
射
材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
贈
呈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緑
町
一
女
性
会
（
今
井

琴
音
会
長
）
か
ら
も
、
町
内
各
小

中
学
校
へ
手
縫
い
の
雑
巾
の
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

あ
た
た
か
い
お
心
遣
い
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

貝
子
沢
化
石
公
園
の
露
頭
層
は

か
つ
て
浅
い
海
だ
っ
た
場
所
で
、

多
く
の
生
物
が
生
息
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

露
頭
層
に
は
約
百
万
年
前
の
巻

貝
や
二
枚
貝
の
化
石
が
ひ
し
め
き

あ
っ
て
お
り
、
北
海
道
で
は
珍
し

い
北
緯
四
〇
度
以
南
に
し
か
生
息

し
て
い
な
か
っ
た
化
石
が
発
見
さ

れ
る
な
ど
、
三
十
種
類
以
上
の
化

石
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
貝
子
沢
化
石

公
園
の
露
頭
層
を
実
際
に
観
察

し
、
太
古
の
乙
部
に
思
い
を
は
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

貝
子
沢
化
石
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

貝
子
沢
化
石
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
学
期
が

新
学
期
が

��

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

お
と
べ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ

お
と
べ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ��

は
じ
ま
る

は
じ
ま
る

露頭層から出土した貝の化石

小・中学校・教育委員会の行事
　今年度上半期（４月〜９月）の町内小・中学校及び教育委員会の関連行事は下記のとおりとなっています。
なお、今後の感染症の状況などにより変更となる場合がありますのでご了承願います。

●５月２２日（土）乙部中学校体育祭
●５月２３日（日）春の植物観察会（縁桂森林公園）
●６月　２日（水）町内少年の主張大会
●６月　５日（土）明和小学校運動会

●６月　６日（日）乙部小学校・栄浜小学校運動会
●７月下旬　　　　町内小中学生水泳競技大会
●８月１４日（土）成人のつどい

　

四
月
九
日
か
ら
、
公
民
館
に
お

い
て
「
お
と
べ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
キ
ッ

ズ
）
ク
ラ
ブ
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、

町
内
の
小
学
生
十
五
人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ
」
は
、
日

常
の
学
習
や
生
活
の
習
慣
を
身
に

付
け
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
を

有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
教
育
委

員
会
の
田
澤
利
行
学
校
教
育
指
導

主
事
が
講
師
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
は
自

分
で
計
画
し
た
学
習
を
し
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
、
お
と

べ
検
定
や
も
の
づ
く
り
な
ど
、様
々

な
学
習
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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図書の破損などを見つけた場合は図書室で対応しますので、そのまま返却願います。

町民プール
5月2日（日）オープン！

　町民プールは、温泉熱を利用し、水温を約３０度
に設定した温水プールです。
　水中運動は陸上よりもひざや腰への負担が軽いと言
われています。健康増進や体力の保持に、町民の
皆さんのご利用をお待ちしています。

■利用時間
　平　　日　午後１時30分〜午後８時
　土日祝日　午前10時〜午後６時
　　　　　　（ゴールデンウイーク・お盆期間を含む）
　休 館 日　月曜日（祝日の場合はその翌日）
　期　　間　10月中旬まで

■利用料金
　中学生以下	 50円
　　 ( 町 外 )	 110円
　高 校 生	 200円
　一　　般	 250円

■日　時　５月２３日（日）
　　　　　午前９時３０分集合・正午解散
　　　　　（公民館前集合　バスを運行します）
■持ち物　歩きやすい服装・飲み物など
■申込等　	５月２０日（木）までに公民館へ申し込みく

ださい(電話62-3311)
■参加料　無　料
■定　員　１０名

※	　感染症対策のため、今年度は
「山菜の天ぷら」試食は実施し
ませんので、ご了承願います。

　今年も、野山に緑が芽吹く季節となりました。
　冬の眠りから目覚めた縁桂の散策会を下記のとお
り開催します。
　片道約１kmのウッドチップが敷き詰められた遊
歩道を、草花を見ながら散策します。

春の植物観察会を開催します
公民館講座（おとべ学）

図書室の新刊おすすめ紹介図書室の新刊おすすめ紹介

【 一 般 向 け 】
●　おれたちの歌をうたえ� （呉　　勝浩）
●　灰の劇場� （恩田　　陸）
●　老親友のナイショ文� （瀬戸内寂聴）
●　168時間の奇跡� （新堂　冬樹）
●　代理母、はじめました� （垣谷　美雨）
●　うつくしが丘の不幸の家� （町田そのこ）
●　おうち養生きほんの100� （田中　友也）
●　『聞き上手さん』の「しんどい」がなくなる本�（大野　萌子）
●　死刑囚200人最後の言葉� （宝　島　社）
●　ビジネスメール文例大全� （平野　友朗）
●　ワンさぶ子の怠情な冒険� （宮下　奈都）
●　母親を失うということ� （岡田　尊司）
●　君と、君がいる彼方� （末浦　広海）
●　あなたも名探偵� （東京創元社）
●　悪の芽� （貫井　徳郎）
●　その扉をたたく音� （瀬尾まいこ）

●　居酒屋ぼったくり　おかわり！2� （秋川　滝美）
●　麦本三歩の好きなもの　第2集� （住野　よる）
●　医療費で得をする本� （宝　島　社）
●　馬疫� （茜　　灯里）
●　棟居刑事と七つの事件簿� （森村　誠一）
●　幕間のモノローグ� （長岡　弘樹）

【児童・幼児向け】
●　旅する５4字の物語� （氏田　雄介）
●　へのへのもへじのおともだち� （宮下すずか）
●　こども統計学� （バ ウ ン ド）
●　飼育・栽培� （学研プラス）
●　ちびまる子ちゃんの計算力をつける�（さくらももこ）
●　さいがいでかつやくするくるま� （こわせもりやす）
●　おかしのずかん� （大森　裕子）
●　まあすけのぼうし／くまのまあすけ�（馬場のぼる）
●　しろいやさしいぞうのはなし� （かこさとし）
●　とりあえずごめんなさい� （五味　太郎）
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五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
13
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習�

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習�

午
後
２
時
15
分

▽
５
月
27
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習�

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習�

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習�

午
後
３
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せお 知 ら せ

　

町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師
会

道
南
支
部
で
は
、
令
和
三
年
度
の
狂

犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登
録
を
次

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
指
定

の
時
間
ま
で
に
所
定
の
場
所
へ
犬
を

連
れ
て
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
保
健
衛

生
係
（
☎
六
二-

二
八
五
八
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
料
と
し
て
九
百
六
十
円
が
か

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
畜
犬
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録

畜

犬

登

録
の

実

施

の

実

施

月日 時　間 場　　所

５
月
17
日
㈪　

午
前

9:00 ～ 9:15 滝　瀬 寿 の 家 前

9:20 ～ 9:25 元　町 みなと交流館前

9:30 ～ 9:35 緑　町 公営住宅公園前

9:40 ～ 9:55 緑　町 乙部振興公社前

10:00 ～ 10:15 緑　町 役 場 前

10:20 ～ 10:30 館　浦 田 村　 強 宅 前

10:45 ～ 10:55 姫　川 旧 小 学 校 前

11:00 ～ 11:05 千岱野 ふ る さ と 館 前

11:15 ～ 11:20 富　岡 旧 小 中 学 校 前

11:30 ～ 自 宅 訪 問

月日 時　間 場　　所

５
月
17
日
㈪　

午
後

13:20 ～ 13:25
豊　浜

旧漁協石油タンク前
花　磯

13:35 ～ 13:45 元　和 八 幡 神 社 前

13:50 ～ 13:55 栄　浜 消 防 格 納 庫 横

14:00 ～ 14:05 鳥　山 鳥 山 バ ス 停 横

14:15 ～ 自 宅 訪 問

料　　　　　　金

狂犬病予防注射手数料 2,690 円

狂 犬 病予防注射済票
交 付 手 数 料 550 円

計 3,240 円

畜 犬 登 録 手 数 料
（すでに登録されている方は必要ありません） 3,000 円

　自動車税種別割は、金融機関やコンビニエンスストアで納税できるほか、
インターネット上の「Yahoo!公金支払い」サイトから、クレジットカー
ドによる納税手続ができます。
　納税通知書は、５月6日（木）に発送予定ですので、お手元に届かな
い場合は、札幌道税事務所自動車税部（011-746-1190）に連絡してくだ
さい。

　今井琴音氏（緑町）が令和三年四月

一日付けで、総務大臣から行政相談委

員に委嘱されました。

　行政相談委員は、税金、福祉、教育、

道路、登記、年金、河川等の行政サー

ビスについて、苦情、要望、意見を聞

いて中立な立場で解決を図り、行政運

営・制度の改善に努めます。

　相談は無料で秘密は厳守します。町

民の皆さんの身近な相談相手ですので、

お気軽にご相談ください。

連絡先　今井琴音
　　　　電話６２―２７２７

【自動車税種別割スマイル納税キャンペーン実施中!!】
　北海道の自動車税種別割を納期限までに納税すると、応援店で特典サー
ビスを受けることができます。
　詳しくは、道税ホームページをご覧いただくか、檜山振興局税務課に
お問い合わせください。

◎檜山振興局税務課納税係（電話52-6473）
　道税ホームページ
　（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/index.htm）

自動車税種別割の納期限は、
5月３１日（月）です。忘れずに納めましょう！

行政相談委員に今井琴音さんが
委嘱されました
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整 形 外 科 午前 月から金曜日（午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

総 合 診 療 内 科
午前 月から金曜日（午前11時までの受付）

（なお、月曜日は午前10時から診察）
午後 金曜日

消 化 器 内 科
午前 水曜日　　（午前11時までの受付）

再診のみ、完全予約制
午後 月と木曜日

呼 吸 器 内 科 午前 金曜日
午後 木曜日

神 経 内 科 午前 14日（金），28日（金）
総 合 診 療( 外 科 ） 午前 火から木曜日
外 科 午前 14日（金），28日（金）（午前11時までの受付）

小 児 科 午前 月から金曜日
午後 火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前 月から金曜日
午後 木曜日

精 神 科 午前 月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前 10日（月），11日（火），24日（月），25日（火）
午後 10日（月），24日（月）

耳 鼻 咽 喉 科
午前 13日（木），18日（火），19日（水），27日（木）

（午前11時までの受付）
午後 12日（水），26日（水）

眼 科

午前 13日（木），27日（木）
（予約以外の初診受付11時まで）

午後 12日（水），19日（水），26日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 膚 科 午前 火曜日

☆☆☆産婦人科外来のお知らせ☆☆☆
　産婦人科外来につきましては、毎週月曜日・火曜日に診療を行ってきましたが、令和３年１月より毎月第１週と第３週
の月曜日・火曜日の診療に変更になりますので何卒ご了知願います。� 病院長

5月の診療予定です
外来診療体制

診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院に
ご確認の上、受診してください。

　

診
療
科
に
よ
っ
て
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
御
確
認
下
さ
い
。

午前･･･8時00分～ 11時30分  （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･1時00分～ 2時30分
予約受付時間（定期患者のみ）午後･･･1時00分～ 4時00分

※診療受付時間

　なんて感じることはないですか？「筋力が弱っている」という
のが理由に挙げられると思いますが、なかなか簡単にはアップし
てくれませんよね。そこでちょっとしたコツでひょいと立ち上が
りが楽になるのでご紹介したいと思います。

小さな力で楽に動こう!!
　人は普段動くときに必死に力を入れて動いているでしょうか？
くたくたに疲れた時でも起きたり立っ
たりできるのは、筋力の問題だけでは
なく「体の使い方」にポイントがある
のです。それはズバリ!!「重心移動」。
椅子に座っている人に、足を動かさず
に立つよう指示します。そこで額に人
差し指を当てて頭が前に動くのを押さ
えてください。どんな力持ちでも途端に立てなくなってしまいま
す。これは、人が立ち上がる際に「力」ではなく前方に「重心移

動」をして立ち上がっているという証拠です。
逆に、立ち上がる時、今よりもう少しだけお
辞儀を深くしてみてください。お尻がフッと
上がりやすくなると思いますよ。その際、両
手をお尻の横に置いてみてください。両手を
前ではなく「体の横」に置くだけで、立ち上
がりが楽になってくれるでしょう。
　ちょっと試してみてください。

� 理学療法士　山崎史貴

ねんきんの窓窓

　函館年金事務所では、「事務相談所」を開設しております。
　日程については下記のとおりとなっております。
　なお、事前予約制となっており、定員になり次第締め切らせていただ
きますので、ご了承下さい。
　ご来場時には基礎年金番号のわかるもの（年金手帳・年金証書等）の
ほか、相談者本人であることを確認できるものをご持参ください。

函館年金事務所の「事務相談所」のご案内

予約先 江差町役場　健康推進課　国保医療係　　電話 ５２－６７２５
場　所 江差町役場（１階に案内看板があります）

日　時

　５月２５日（火）

１０：００　～　１２：００

１３：００　～　１５：００

　６月２２日（火）
　７月２７日（火）
　８月２４日（火）
　９月２８日（火）
１０月２６日（火）
１１月１６日（火）
１２月２１日（火）
　１月２５日（火）
　２月２２日（火）
　３月２９日（火）

困りごと　心配ごと　人権相談

　人権擁護委員の日（6月1日）の
行事の一環として、「困りごと心配
ごと人権相談」を開設します。
　人権擁護委員が身近な法律問題や
人権問題に関わる様々なご相談をお
受けし、解決へのお手伝いをさせて
いただきます。お気軽にお越しくだ
さい。
　なお、函館地方法務局江差支局で
は、いつでも人権相談に応じていま
すので、お気軽にご利用ください。

主催：�江差人権擁護委員協議会/
函館地方法務局江差支局

電話：52-1048

～　ワンポイント講座　リハビリ編　～
「最近なかなか立ち上がりにくくなったなぁ。」

６月３日㈭
　乙部町生きがい交流センター
　午後１時～３時
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広
報
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撮
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方
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ど
未
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「
見
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す
。��

（
Ｈ
．
Ｙ
）

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

５月は≪固定資産税〈第１期〉の納期限≫です。

令和 ３年５月１日発行（第 621 号）

編 集・ 発 行　 乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒 043-0103　北海道乙部町字緑町 388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http://www.town.otobe.lg.jp
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町 の 人 口
＝３月末現在＝

（�）内は前月との比較増減
〈�〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,844（- 6）〈- 16〉

人 口 3,482（- 23）〈- 95〉

男 1,587（- 6）〈- 50〉

女 1,895（- 17）〈- 45〉

編
　
集
　
後
　
記

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
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口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　３月30・31日（火・水）に札幌ドームで開催
するファイターズ対ライオンズの試合を観戦す
る応援観戦ツアーを行い、町民10名が参加しま
した。
　試合結果は11-4と残念ながら負けてしまいま
したが、参加者は選手がヒットを打ったときな
どには応援大使記念うちわやファイターズメガ
ホンで応援して盛り上がっていました。

　第2弾の応援観戦
ツアーの募集は終
わってしまいました
が、第3弾の応援観
戦ツアーも予定して
います。

５月15日� 第２弾応援観戦ツアーin札幌ドーム
７月� 運動教室・ダンス教室in乙部町
９月� 第３弾応援観戦ツアーin札幌ドーム
� なまらうまいっしょ!グランプリin札幌ドーム
11月末� 応援大使トークショーin乙部町

※�新型コロナの状況によっては各イベントが変更や中止と
なる場合があります。

乙部町国民健康保険病院　５月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　５月外来診療日程表 午前 8:30 ～ 11:00午前 8:30 ～ 11:00
午後午後 1:00 ～1:00 ～ 3:003:00診療受付時間診療受付時間

※発熱外来を設置（横田副院長対応）　※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※ 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師・看護師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持する

ためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

※
発
外
～
発
熱
外
来

5月7～9日の楽天戦では、ファイターズ選手
のヘルメットに「乙部町」と表示されます。

第１弾の応援観戦ツアーを
行ってきました

３
30 応援大使事業

今後の予定
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